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「時間体験」としての「大都市」
――—同時進行性の原理について—
カール・リーハ
宇佐美幸彦訳
最初に19世紀のベルリンの描写について述べたいと思います．写真技術
という全く新しい発明にちなんで『ベルリンの写真』 (Lichtbildvon 
Berlin)という表題を付け， 1941年に『ベルリンの民衆生活の描写』を書
いたベルリンの民主主義者・民衆的ユーモア作家のアードルフ・グラース
プレンナーは，この描写に一連の「街路のステロタイプの画面」すなわち
「大都市」の周知の生活場面を加えています．グラースブレンナーはその
冒頭，つまり「午前4時」では， 「夜中，笛を吹いている毛皮にくるまっ
た年老いた白髪の夜警，夜の仕事から家路を急ぐ，木綿のエプロンにひら
ひらした頭巾の洗濯女，街灯を消して回っているガス灯の係員」と書き出
しています．そして続いて次のように述べられています．「家々が次第に
目を覚まし，その屋根から夢を揺すり出す，煙突であくびをし，体を伸ば
す．」商工業が動き始め，通りは様々な通行人や物事で一杯になる．「そし
て辺りは生き生きとなり，更にますます活発になっていく．番号登録した
酒浸りでのろのろした臨時労働者たちがいつもの場所に陣取り，持って運
ぶものを待ち受けながら最寄りの酒屋にあこがれのまなざしを向けてい
る．かわいらしく善良な女工や縫い娘たちが作業場へ入っていく．彼女た
ちはもう，夕方，噴水のところで自分たちを待っていてくれる見習い店員
のことを考えているのだ．たくましい醸造所の若者が何トンもの荷を積ん
だ長い車で通りを駆け抜けて，酒場や食糧品店においしいベルリンの白ビ
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一ルを届けに行くのだ． このビールは， ドイツ全土に蔓延しているあの心
身を虚弱化するバイエルン・ビールとの戦争において，当地では完全に陣
地を確保するに違いない． （……）口髭をはやし小さな梯子と糊の入れ物
を持ったビラ貼りが，余り大きくはないがかなりしっかりとしたポスター
でベルリンの人々に知らせる， 『本日の案内』， 『催し物の予定』， 『びっく
り大興行』ということを． 目は本当に不自由だが，足の悪いのは偽である
楽士たちが屋敷の中庭へ入って行き，歌や演奏をして，あちこちの窓から
投げられる幾らかの銅貨をかせぐ． （……）はさみ研ぎ師が人目を引こう
として，弾み車の大きな釘をハンマーでたたく．そして研いでない所を残
らず研ごうとしているのだがなかなかうまくはいかない．石膏像商人は頭
の上に長い板を載せており，その上にシラーやゲーテやナポレオンの胸
像，王侯の頭， メジチ家のヴィーナス，大きな犬，頭の動く猫を載せてお
り， 『彫像，すてきな彫像，買つとくれ』と大声を張り上げる.」この描写
は次のように終わっています． 「夜警が再び現れ，笛を吹いて大声を挙げ
る， 『10時の鐘だよ.』そして建物の鍵を閉め，近くの石段に横たわって仕
事の夢を見る．だんだんと静かに，暗く，寂しくなっていく．あちこちで
まだ馬車が角を素早く曲がっていく．あちこちで家路をたどる人々． もう
11時が鳴った．最後の辻馬車が疲れた頭を垂れて家畜小屋に向かう．最後
のタバコ屋も店を閉める．遠くの方からセレナーデの音楽が聞こえてく
る．星がきらめく．皆が眠りに就く．神が見張り番をする．／お休み'.」
ご覧のように，描写の時間的な配列に関して見れば，グラースブレンナ
ーは早朝から深夜に至る一日の経過を追って叙述しています．急に転換
し，常に新しい観察や見通しを切り開く光景描写は，政治的な暗示を伴う
風刺的皮肉の才能，民衆の光景を描く彼の特殊な才能を証明しているもの
です． しかしこの風刺的皮肉と民衆の光景描写の両者は，描き出された事
件に対する一定の距離を前提としています． この隔たりに初めて道を切り
開く時， この著者は－とりわけ高尚な静寂さにおいて－神なるアポロ
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と一体化して，大都市の小宇宙が始動し，生産を開始するよう大宇宙的信
号を与えているのです． 「私に神だ．そして地球の永遠の恋人である太陽
をそのバラ色のベッドから目覚めさせ，太陽に命じて，夢みるベルリンに
最初の朝の光を投げかけ，地平線に少しずつ立ち昇り，それから力強く輝
き，やがてゆっくりと西の赤い広間へと再び沈んでいくようにさせるの
だ2.」このように，この描写は全く具体的に太陽の推移，すなわちこの巨
大な自然の時計に結び付けられているのです． この時間の単位の中で生活
の諸場面が演じられ,それが観察者の観察と想像に留められるのです． こ
の時間の単位の前では－同時に（現代のホメロスと自称する）語り手の
前では－あらゆる現象は同等のものです．それぞれの現象に特別な間
隔，特別な断面が与えられています．あり得べき対抗は連続性により調整
されています．
． ここでは，細部の集合からしても対照からしても，本来の昼の時間，昼
下がりの時間はただ例外にすぎないように見えます． その部分では， 「上
流の世界」が幾らか散歩している， と述べられています． この叙述で著者
は，都市の商業生活について，つまり紳士たちやその連れの女性たちに商
品を提供する装身具，書籍，絵画の商店について，話を進めるきっかけを
得るのです． この点に関連して次のような圧縮された文章が書かれていま
す． 「新聞社の販売人たちが最新の新聞を店に投げ込み，人々は検閲官が
掲載許可したものを読む．第四階級の赤い鷲勲章をつけた何百人という人
人がやってくる．次の徒歩旅行のために幾らかのお金をもらい集めようと
した哀れな職人の若者は引っ捕えられて監督官庁へ連行された．はち切れ
そうな馬と金色の飾りを着けた従者の立派な馬車が駆足で走り過ぎてい
く．午後の授業から子供たちがぞろぞろ出て来て，たわいもない遊びを始
める．開催広告で芝居好きな人々をターリアの寺院に誘い寄せている芝居
よりも，子供たちの無邪気な行動や，世代から世代へと受け継がれている
言い回しの中により豊かなポエジーがある．根っからの腕白小僧たちは教
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会の管理人に，今日どこで結婚式や洗礼式や葬式があるかもうしっかりと
聞き出している．彼らは馬車の扉が開くや否やお金をかせごうとしている
のだ.」この描写は次のように結ばれています． 「だいだい色のえりに上着
の折り返しを付けた郵便配達人が数多くの希望や計画や望みや約束を一杯
抱えて階段を跳び下りたり，跳び上がったりしている． しかし橋の上には
不幸な男が一人立っており，暗いシュプレー河を眺めている．ひょっとす
れば，明日はこの男の死体の上を河は流れていくであろう3.」
当時急成長しつつあったドイツの大都市－その中心には成長し肥大化
しつつあったベルリンがあったのですが－の描写がこれほど生き生きと
しているものは， 19世紀前半のドイツ文学においては必ずしも頻繁に見受
けられるものではありません．たまにそういった描写に出会う場合でも，
「大都市」の独自の体験の形象化という点では，多くは大変未発達で抑制
されたものに過ぎません． この点でヴァルター・ベンヤミンはE.T.A.
ホフマンの『従兄弟の隅窓』という晩年の物語に注釈して，著者は「大都
市の外観」を描こうとする試みを， ベルリンにおいて， 「その完全な成功
を無効に変えてしまう」条件の下で，行っていると述べています4.私はこ
の批評を踏まえて，寄り道になりますが，グラースブレンナーのベルリン
素描よりも半世紀以前に，ゲオルク・クリストフ・ リヒテンベルクがイギ
リスの首都ロンドンからゲッティンゲンに留まっていた友人パルディンガ
ーに宛てた手紙で述べている描写について，話したいと思います．彼はこ
う書いています． 「ロンドンの夕方の簡単な絵を描きたいのだが, これを
単に口頭で描き切ってしまうのではなく，更に幾つかのまとまりに増やし
ていきたい.」そして店やブティックの描写から始まり,例えば「これらす
べては慣れない目にとっては魔法のようだ｣と述べられています． 「あらゆ
るものを十分に見るには一層の注意が必要である． というのもあなたはほ
とんど立ち止まることもできないからなのだ．どしんと荷物運びの男があ
なたにぶつかってきて，あなたが地面に倒れたりすると， 『失礼しました』
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(byyourleave)と叫ぶ．通りの中央を軽装馬車，乗合馬車，荷馬車が次
次に走って行く． この騒音，何千という舌と足の声や音の間に聞こえてく
るのは，教会の塔の音，郵便職員の鐘， イギリス・サヴォイ劇場のオルガ
ン，ヴァイオリン，たて琴， タンバリン，そして青空の下，小通りの角で
冷たいものや温かいものを売っている人々のわめき声だ．それから乞食少
年，水夫，悪党たちが歓声を挙げて取り囲む中で，かんな屑の火柱が屋根
ほども高く燃え上がるのが見える．突然，ハンカチを取られた人が， 『泥
棒待て』(stoPthief)と叫ぶ．すると皆が殺到し押し合いとなる．だがそ
の多数は泥棒を捕まえるのではなく， 自らも，あるいは時計か財布を取っ
てやろうとしているのだ．心の準備もできてない時にふいに， きれいなか
わいらしい服を着た娘があなたの手を取って， 『あなた，ご一緒に一杯付き
合ってくれませんか，それともお好きな所へついて行きますわよ』(Come,
MyLord,comealong,1 tusdrinkaglasstogether,orl'11go
withyouifyouplease.）と寄ってくるのだ．そうこうしているとあなた
の40歩ほど手前のところで事故が起きる．『おやおや大変だ』 (Godbless
me.）と何人かが叫び，『あわれな人だ』(poorCreature)と別の人が叫ぶ．
するとそこに渋滞ができ，すべてのポケットに気を付けていなくてはなら
ない．誰もが事故に遭った不幸な人に同情しているように見える．突然，
皆は再び笑い出す． というのも一人が誤って溝に落っこちたからである．
『あれを見ろ，何てことだ』(Lookthere,dammme.)と，別の一人が言
って，それから行列は向こうへ行ってしまう．その間にも， まるで火事が
発生したか，家が倒れたかと思うほどの何百人という人々の叫び声が突然
発せられるのを，あなたはきっと耳にするであろう5.」
二つの文章の違いは一目瞭然です．違いは素材やモティーフにあるばか
りでなく，正に編成の仕方にあります．グラースブレンナーが，社会の代
表的な風俗的場面を相対的に秩序立てて経過させようとして，騒動に対し
ては瞬間的にのみスペースを割いているだけであるのに対して， リヒテン
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ベルクは実際に大都市の現実における混乱した集団的性格を，錯乱した体
験・観察の部分の集合として表現することに成功しているのです．彼は
－皮肉なことに常に貫徹することはない－オリンポス的な距離を取っ
ているのではなく，諸事件にかかわり合い，そこのもとに足止めを食って
しまっているのです． このようにして彼の街路の「絵」は単に具体的で詳
細な観察によって表現されているばかりではなく，そこで独特の形式上の
構造を発展させているのです．つまりこの構造によって著者は，同時に多
方面を眺め，－表現し得る限りにおいて一散乱した現象の多数のもの
を，同時的かつ並列的に－しかも十分に考え抜かれた並列においてでは
なく－模写することができるのです． この描写の基礎になっている時間
体験に関して言えば， リヒテンベルク自身， この描写が彼にとっても異常
な形式であると述べ，手紙の送り手に次のようにそれを解説しているとこ
ろからして， リヒテンベルク自身がそこに反映されているのです． 「僕は
ここまで，いわゆる一息で書き飛ばしてきた．机の上ではなく，むしろこ
れまで述べてきた町の通りでの僕の考えが書き連ねてあるのだ．だから，
時々，読みづらい所があってもどうか許してくれたまえ． これがチープサ
イドの秩序なのだ6.」
ここで「一息で」と言っているのは，事実，人が一呼吸するのに要する
時間のことです． こう考えてみると，描写の状況は，形象化される体験を
一層強化するものとなります．すなわち，次々に発生し，与えられた時間
の配列から飛び出して，お互いにぶつかり合う諸事件を満載することによ
って魅力が生み出されているのです．正にこの枠をはみ出していく混乱と
錯乱が， リヒテンベルクの言葉によれば「チープサイドの秩序」なので
す． ここでは大都市の新たな体験が，そしてその新しさに驚きつつある体
験が，どうしたら注目を引くか，つまりどうしたら観察者を刺激するかな
ど全く関知せずに，一見したところ無限に多数のものを転換させつつ描か
れているのです．そしてここに描かれた明白な攻撃性という危険がそこに
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含まれているばかりではなく，通常の秩序からの，そしてそこにおいて保
証されていた個人的一体感からの脱出を迫る危険が含まれているのです．
リヒテンベルクの時代には， ここに描かれているように，町の散歩などを
描いて自らの名誉を汚すことは，彼のような身分の人にとっては不手際な
ことであったのです．いずれにせよ彼は－好奇心に駆られて－意識的
にこの種のタブーに反しているのです．
簡単ではありますがこのように解釈し，テキストの注釈をしてみて際立
ってくることは, このリヒテンベルクのロンドン書簡がもたらしている文
学は，正に「大都市」の組織形態への視点，そしてその現実構造に対応し
て変更された知覚方式への視点を，単に歴史的・逸話的にではなく，現実
的・原理的に切り開いているものだということです． こうして初めて， 18
世紀後半におけるこの印象・体験記録の特別性が明らかになります．つま
り我我はこの手紙を，大都市のテーマにかかわり，美学的にこのテーマを
問題にしている最新の現代文学作品へと直接的に結び付けることもできる
のです． というのも， この手紙は現代文学の形象のパースペクティブを先
取りしており，それゆえ比較や対照による解明のため興味深い歴史的な証
拠でもあるからです． 18世紀から19世紀を経て20世紀に至る大きな時間の
隔たりの中で，文学の枠を構成する諸条件やその外的・内的状況が変化し
てきたことは，今更強調するまでもありません．馬車に代わって自動車が
登場するといった一歴史的アクセサリーが変わっていくのと同時に，時
代的制約を受けた世界観と文体のパターンも変わっていくのです．そして
大都市の経験も，その他の現実生活における体験と同様に，文学的形象に
おいてはこのパターンに従うのです．
1910/1911年のヤーコプ・ファン°ホディスの「世界の終わり」(Welt-
ende)という詩は，第一次世界大戦以前においてドイツ初期表現主義を切
り開き， この運動全体に明確な文体的形式を示しました．
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市民の尖った頭から帽子が飛んでいく．
空中至る所で叫び声のような響きがする．
屋根葺き職人が墜落し，体が砕ける．
そして海岸では－活字に載っているところでは－高波になる．
少なくともこの詩の第一節の最初の詩句から読み取ることができるのは
－リヒテンベルクやグラースブレンナーの先例と同様一個々において
矛盾に満ち，混沌化した都市の光景のかなり直接的な反映であります． ヨ
ハネス．R・ベッヒャーの回想によれば,｢市民たちが気を失ってしまう程
の騒動を引き起こそうと我々は誓い合った」という野心に満ちた若い文学
者の世代に非常に大きな影響を与えたのです8． 「世界の終わり」の詩で形
象化された「新しい世界の感情」をベッヒャーは「出来事の同時性の感
情」であるととらえています．そして彼によれば， このことを表現するた
めに「同時進行」 (Simultanismus)という熱狂させるような呼び名がじ
きに使われるようになったということです． しかしこの時点では「同時進
行」とか「同時進行性」(Simultaneitat)というのは，既にマリネッティ
の主導の下に1909年にイタリアで確立され，その数年後には全ヨーロッパ
に多大な影響を与えていた未来派の運動の旗印となっていた用語だったの
です． このグループの綱領的な文章においてこの概念は， 「杼情的発揚
(1yrischeExaltation),すなわち新しい絶対性を造形的に視覚可能化する
こと｣，あるいは「立体派の留まっている空間の概念を時間の概念と統一
する」試みと定義されています9.1910年の「未来派画法一技術宣言」
(DiefuturischeMalerei-TechnischesManifest)という宣言文によれ
ば，現実の諸現象は「普遍的ヴァイブレーションの持続的シンボル」以外
の何物でもないのであり，空間は－その通常の表象においては－もは
や存在せず，遠くのものと近くのものはお互いに入り交じって， 「メディ
アによる諸現象の僅かな啓示」が先鋭化され，多様化された感受性に示さ
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れるということなのです．大都市との関連で具体的に触れられているとこ
ろでは， 「走り過ぎて行く市電が建物に飛び込み，一方，建物も市電の上
に倒れかかって市電と折り重なる」と述べられています'0．
ファン．ホディスに話を戻しますと，シルヴィオ・ヴィエッタの解釈に
よれば， この未来派的「同時進行」－すなわち，奇妙なしかめ面をした
大都市の破局性のこの絵画的万華鏡一は，社会的な原因による，より一
般的な自我の分裂の傾向における知覚変化に対する特殊な感受性なのであ
ります．特にヴィエッタは，ゲオルク・ジンメルの初期の論文に基づき，
変化する諸場面の「集中」と「著しい隔たり」を伴う現代の大都市の影響
が原因していると見なしています． この点でヴィエッタの後を受けて，ハ
ンス．ゲオルク・ケンパーは－アルフレート ・ リヒテンシュタインの杼
情詩の範例に基づいているのですが－表現主義の並列的文体と大都市の
時間体験との関連に関して次のように明確に述べています． 「すなわちこ
こでは，場面並列の原理は時間の本質一継続性一を表しているのでは
なく，正に時間の止揚を表わしているのである．そして知覚する主体は変
化していく現象によって束縛を受け，時間の意識を，少なくとも不変化の
アプリオリな直観の形式においては，失ってしまうのである.｣つまりケン
パーは，アインシュタインが相対性理論で展開している「不変の秩序のカ
テゴリーとしての伝統的な空間・時間の表象の廃止」を踏まえ，啓発的な
歴史的同時性という観点でこうしたテキストを見ているのです'1．このよ
うな研究は， ファン・ホディスが手掛けた表現主義的文体原理を新たな次
元に持ち込み，なぜ彼の杼情詩の形態が世代の，そして時代の文体へと広
がることができたのかを初めて解明したのです．正にこの点においてこそ
「世界の終わり」の詩は，同時代の文学の状況と進展の中で重大な意味を
持つことになったのです．
1916年にチューリヒのダダイストたちがキャバレー・ヴォルテールで行
った催しは， 「同時進行詩」 (Poemesimultan)という特別な表記を持つ
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」
たものでした． フーゴー。バルが『時代からの逃走』という日記に記して
いるところによれば， それは「対位法の吟唱」であって， 「そこで3人あ
るいはそれ以上の話し手が同時に話し，歌い，笛を吹くなどのことをす
る｣，つまり「彼等の向かい合いが問題の悲歌的な， あるいは愉快な， あ
るいは奇怪な内容を作り上げる」のであり，笛や騒音やサイレンのような
音が， 「不明確なもの，宿命的なもの，規定的なもの」という背景を表現
していました． そして， 「その詩は機械的なプロセスの中に人間が組み込
まれてしまっている様を表そうとしていた．人間の声を脅かし， もつら
せ，破壊する世界一そしてこの世界の歩調と雑音は免れ難いのであるが
－－に対する人間の声の抵抗が，典型的な短縮の中に示されているのであ
った'2.」リヒテンベルクの場合と異なり，そしてまたファン・ホディスや
彼の影響下にあった表現主義者たちとも異なって， ここに浮かび上がっ
て，再生へと向かう諸場面の並列(Nebeneinander)は，前後の「順番」
(Nacheinander)の中で表されているのではなく，実際に「対立」
(Gegeneinander)と「混乱」(Durcheinander)の中へと解消されてい
るのです.個々の話し手のシンタックスさえもこのような対決の中では崩
壊しており,そのため個々の部分的な文や形姿はその厳格な秩序から解き
放たれて，任意の解釈に委ねられているのです． このことに関する説明で
ﾉ、ルは，時代の芸術に新しい顔を与えている「三つのもの」を指摘してい
ます．すなわちそれは「批判的哲学によって行われた世界の脱神性化，科
学における原子の分解，今日のヨーロッパにおける住民の集団的階層構
成'3」なのです．
リヒャルト ・ヒュルゼンベックが提唱した1918年の『ダダイズム宣言』
にはチューリヒとベルリンのほとんど全てのダダイストたちが署名をした
のですが， この宣言は「同時進行詩」への要求を掲げ， これについて－
「騒音詩」 (dasBRUITISTISCHEGedicht)と対比させながら一次
のような概観を与えています．
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「騒音詩は／あるがままの市電を，すなわち金利生活者シュルツェのあ
くびやブレーキのわめき声を伴った市電の本質を描く．／同時進行詩は／
シュルツェ氏が活字を読み，ニッシュ近郊の橋をバルカン列車が走り，肉
屋のヌットケの地下室で豚がブーブー鳴いているという，あらゆる物事の
混乱した活動の意味を教える'4.」
「通りの騒音」は非活動的な文士に対する起爆剤的価値のものとして持
ち出されているのです． 「ダダ(Dada)という言葉」そのものについて
も， この宣言ではそれが「取り巻く現実に対する最も原初的な関係」を象
徴したものであり， この言葉によって「新しい現実が権利を得る」と述べ
られています．すなわち「生は，音，色，精神的律動の同時進行的混合と
して現れているものであり， この混合が，その大胆な日常的心理のあらゆ
るセンセーショナルな叫びや熱狂を伴って，そしてまたそのすべての残忍
な現実性において,確固としてダダイズム芸術の中に採り入れられる'5」と
いうことです．正にこの点こそ，ジョン・ハートフィールドがその初期の
モンタージュで，またゲオルゲ・グロースがその風刺的な素描で，そして
ヴァルター・メーリングが－この人もベルリンのダダイズムに近い位置
にあったのですが－その挑発的シャンソンで試みている点なのです．例
として,1920年のメーリングの「ベルリン･ジムルタン」(berlinsimultan)
という「オリジナル・ダダ・クプレー」の最初の2節を取り上げてみまし
ょう．
自動車のドレスを着たセルフ・メイドの紳士
通路をあけろ会長だ！
救世軍が
カフェーに突撃する
精神労働者が泥の中でくたばっている
娘がスカートをちらつかせる
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??
店では若者が値段の交渉だ
小切手を持って来い
ベーコンの闇取引
かわいい人形さん さあおいで
たとえ殴り合っても
抱きしめる
，ー一9 ニ
ルルッチュ そんなことは
僕にとってはどうでもよい
どうでもよい
ベロリーナのところへ
繁華街に繰り出せ
「大バリーナ」
ベルリーン ベルリーン
緑のおふくろの所
誰でも 誰でも 誰でもそこに来ることができる
民衆が立ち上がる 旗を出せ
かわい子ちゃん 朝の 5時まで
ゥーファの映画では
ヴィルム皇帝万歳
ドームではもう反動が旗を掲げている
ハーケンクロイツとプラウクロイツガース
片眼鏡対かぎ鼻
ユダヤ人追放に立ち上がれ
競馬場の所だ
すべてはどうでもよい
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そんなことは御免だ
選挙の叫び声や
反乱なんぞは
，ー一9 ニ
ル）レッチュ そんなことは
僕にとってはどうでもよい
どうでもよい
ベロリーナのところへ
繁華街に繰り出せ
「大バリー ナ」
ベルリーン ベルリーン
赤色派と緑色派
ベルリンが剣を抜く ベルリンが剣を抜く ベルリンが剣を抜く 16
このテキストは，大都市ベルリンのアクチュアルな「センセーション」
で始まり，この切れ切れに与えられた知覚の断片としての大都市と対決し
ているのです．もちろんそれは抽象的なモンタージュではなく，文学的キ
ャバレーによって仲介された，政治的シャンソンの形式に再統合されてい
るのです．
その処方が最もはっきりした輪郭で示されている実験的な試みから出発
して，この「同時進行」は，それに続く時期においては，初期前衛主義の
文体様式の一つへと発展していきました．それは形式上の革新に大きな刺
激を与え，単に抒情詩ばかりでなく，演劇や長編小説のような複雑な文学
形式にも広がっていきました．例えばアルフレート・デープリンの名を挙
げることができるでしょう．彼は1929年の『ベルリン・アレクサンダー広
場』において，第 1の現実と第 2の一一吋ーなわち報道による一現実の同
時進行的細部描写を延延と満たしていくことによって，都市そのものをこ
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の本の語り手そして主人公にしようと試みているのです． ここでは「一握
りの人々がアレックスの周りで」の章を想い起こしていただければよいと
思います． ここで作者はこの地区の渦を巻き不意打ちを食らわす物事を描
いています．つまり「酒場，食堂，果物屋，八百屋，乾物屋，加工食品
店，運送業，看板屋，既製婦人服製造，小麦粉および各種粉製品， 自動車
用車庫，火災保険会社」という外的な風景描写から著者がふいに入り込む
のは，ごった返しになって頭を混乱させてしまう広告の文句とスローガン
の万華鏡的現実なのです． 「モーター付小型消火機の長所は簡単な構造，
扱い易さ，軽量それに小容量．一ドイツ国民同胞諸君， ドイツ国民ほど
屈辱的欺嚥を被り，屈辱的不正に踏みにじられた国民はかつてない． 1918
年11月9日，帝国議会の欄干からシャイデマンが平和と自由とパンとを我
我に約束したことを，諸君はよもや忘れてはいまい． この約束の履行はど
うなっているのか！－下水設備一式，窓清掃会社，睡眠が良薬，夢のシ
ュタイナー・ベッド．－書店,現代人叢書,主要作家・主要思想家の全集
が当社の現代人叢書に勢揃い． ヨーロッパ精神界の偉大な代表者たち'7.」
というぐあいです．
､ところでもう一度ヤーコブ・ファン・ホディスの「世界の終わり」の詩
を振り返ってみましょう．先ほど引用した第1節の第4行に，
そして海岸では－活字に載っているところでは一高波になる．
という挿入句がありますが， この言葉でこの作品には突然，新しいパース
ペクティブが与えられています．墜落する屋根葺き職人や空中の叫び声で
は，大都市の破滅的な風景はまだ自らの体験の反映のように思われるので
すが， ここでそれは突然，新聞報道の領域に移行してしまうのです． この
新聞報道は，他の恐るべき報道と競合しながら，奇妙にも斜めから日常性
に向かっているのです．すなわち第2節の最終節は次のように続いていま
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L
す．
嵐がやってきた．荒々しい海が陸地へと
跳び跳ね，分厚いダムを押し砕く．
風邪が流行っている．
列車が橋から転落した．
ところで新聞は以前から,様様な地域，生活領域における全く奇妙に混
合した報告の場所であり，時間と空間の驚くべき飛躍を伴った情報の武器
庫であり，対照比較のために備えてあるようなものです． したがって新聞
は， これまで概観してきた大都市体験と同様， 「同時進行的」文体様式の
完成と精密化にとって重要な役割を果たしているのです． ここで無数の文
献の引用が可能ですが， この印刷メディアに対して誰よりも批判的にかか
わったカール・クラウスだけをここでは取り上げておきましょう．例え
ば，引用だけで証拠を固めていく彼の風刺的な方法によって，編集局の執
筆部分の中に広告のしばしば暴露的「真実」が入り込まざるを得ないとい
う，新聞が行き着かざるを得ない自己暴露を示しています．また彼は使途
が全く異なった新聞記事を並列的に転載し，その記事同士が驚くべき対照
を示し，互いの姿を奇妙にも照らし合う，独自の同時進行的引用・対照の
類型を創造しています．カール・クラウスは新聞の視覚的呈示をこの新聞
そのものに反対するように転化させます．例えばウィーンの学校で教材に
新聞が導入されることになったと誇らしげに報道する新聞の短信が， ウィ
ーン中のセンセーションを呼んだ生生しいある報道記事と無理やり結合さ
れているのです．すなわち，残虐な父親が泣き叫ぶ赤ん坊の頭を新聞紙に
くるんで，毛布の下で押えつけ， その子の命を奪ったという記事なので
す． 「この時，発生した熱によって新聞の文字がこの幼な子の額に付着し
た．……翌朝，子供の異常な症状に気付いて父親が医者を呼びにやったと
L
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I
ころ，前述のごとく脳挫傷と診断された18.」
もちろんこの暗示・風刺の先鋭化において行われているのは，「同時進行
的」処方の計算ずくの道具化であり，この処方の可能性の決定的に重要な
変形なのです．それは一全く異なった前提からですが 例えばハンス・
ア）レフ゜やクルト・シュヴィッタースがかなり恣意的に選び出した新聞の切
り抜きを新しいテキストや画面の単位としたとき，彼らが提示したコーラ
ージュのより自由な余地とは対立するものです． 1945年以後の戦後作家に
とっては，このドイツのナチ支配によって中断された実験的文体様式の再
発見は中心的出発点となったのですが，その人たちの中でもフランツ・モー
ンはこの「コーラージュの原理」を取り上げ，次のように 新聞と真直に
並行線を引いて一定義しようとしています．「コーラージュの基本的構
造は我々の文明化された現実そのものの中に根付いている．すなわち，関
連しないものの直接的並列の中にであり，隣接したものの間の深い断絶，そ
して逆に，遠くにあるものの間の密接な関係の中にあるのである．その典
型的モデルの一つが日刊新聞である．単に異質のものばかりでなく，矛盾
したものさえも同一の新聞の中に集められている．ただ形式的に同一の日
付としてまとめられているのだ．もちろん新聞はコーラージュとして考え
出されたものではない．反対に，情報や独自の見解の添加によって，編集
者は全体の常識的な論理性を，つまり明白な世界像を明らかにしようと努
めているのである．コーラージュはこれとは逆の方向を向いているのであ
る．すなわち固定化した世界像ではなく，予期しないもの，想像し難いも
のを表現しようとするのである．新聞が既に知られていることを確認し，
全くのセンセーションにより読者の新しい物好きの要求を満足させるとい
う点でとどまっているのに対して，コーラージュはもとよりあらゆる既成
のプログラムを破壊し，間隙を解放するのである．コーラージュは周知の
リアリティーの断片でもって，新しい現実を，使い古されていない現実
を，瞬間的に過ぎぬかもしれない現実を，あるいはこうした芸術的に作り
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出されたメディアにおいてのみ到達可能であるかもしれない現実を生み出
すのである”.」
前述したように， 1945年以後，特に1949年の国家成立以後のアデナウア
一時代の最初の数年間においては，こうした実験的文体様式は低迷してお
り，まず再生のための努力がなされねばなりませんでした．いわゆる「具
体詩」 (konkretePoesie)の代表者および「ウィーン・グループ」という
レッテルで総括されるオーストリーの作家たちが，ここで重要なイニシア
ティプを発揮しています． 20年代に既に知られていた年配の世代の作家の
中ではゴットフリート・ベンの名前を挙げることができます．ベンは「内
的亡命」から生じている「静止的詩」 (StatischeGedichte)の「静止性」
に基づき，もう一度「リアリスティックな大都市と意識のポエジーという
構想」に立ち向かっています．最近出版された『大都市と意識のポエジ
ー」という研究で，ゴットフリート・ヴィレムスは次のように書いていま
す． 「これは，『シティーに生活し』，『ネオンの光によって活気を得る』人
間，『哲学よりも新聞からより多くのことを学び，聖書よりもジャーナリ
ズムにより親しみを覚え，賛美歌よりも一流の流行歌の方により多く世紀
を感じる』人間，そしてもちろん『何百年という古い伝統』のある言語で
はあるが，『俗語表現，隠語，泥棒言葉，外来語， 引用， スポーツ用語，
古代の取り残された言葉』をも含んでいる言語を話す人間の意識の状態と
意識の危機なのである．このような人間にとって詩は『こうした分断され
た時間を集める試み」である． その際，この方法の原理は， 『これが君の
時間だ』，『その時間の現状を吟味せよ』，『一般性の中に揺らいでしまって
はならない』，『君の形態学を描き出せ』というものである竺」こうした観
点から個々のテキストが企てられる時， そこには「『スナップ写真』の形
式的原理」が見られます．つまり「詩は，スナップ写真のように一つの瞬
間において集合しているものを固定化する」ことであり， 「詩の中には異
質の対象が集められているのであって，それらの対象は，技巧においてく
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つつき合わされるものではなく，生の結合の中に連続しているものなので
ある.」「素材が異質であればあるほど，その結合が生のままであればある
ほど，ますます明瞭に意識は万事を生き生きと思い浮かべる意識となるの
である21.」
今日なお大都市の夜に
カフェテラス
夏の星
隣の机から
フランクフルトのホテルの等級
比べてみろ
女性たちは不満足だ
もし彼女たちの憧れに重量があったなら
女性たちは皆300ポンドの重さであろう．
だけどこの雰囲気！ 暑い夜
旅行のパンフレットによれば
そしてレディーたちは自らの姿を逃れる
非現実的な美人たち
長い足，高い滝
彼女たちの献身について考えるなんてことは
誰もしようとはしない22．
こうして見れば， 50年代末から60年代初期のモンタージュ詩であれ,70
年代の「ディテイルを充填した」詩であれ，最近の－現時点に至るまで
の－杼情詩への入り口を発見することは容易なことです． ロルフ・ディ
ーター・ブリンクマンのことを考えてみて下さい． しかし私はベルリンの
文学的反映一すなわちアードルフ・グラースブレンナーの時計と共に回
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転する報告一ーで話を始めたので，やはりベルリンを際立たせているテキ
ストで結びたいと思います．そのために私は， 1981年になって印刷された
ヘルムート・ハイセンビュッテルの「西ベルリン市即興詩」を選びたいと
思います．この著者は1960年から1967年の間， 彼の『歌詞本』 (Textbii-
cher)で実験的文章方法を試みているのですが，この方法はいま話題にし
ている「同時進行的」パースペクティプの伝統の中において一種の体験の
反映としてとらえることのできるものであり，この詩はこうした方法に基
づいているものなのです． 「自我」を厳然と征服する刺激の洪水ー一それ
はそれで多くの文学上の証拠を挙げることもできましょうが一ーそうした
洪水そのものとは異なって，ハイセンビュッテルの場合にはリアリティー
の体験と省察とが交じり合っており，それらが独自の時間的次元を持つと
思われるような集約的な瞬間に結晶しているのです．この詩の導入部は次
のように長い行です．
地下鉄のクーアフュルステンシュトラーセ駅からやって来てポツダ
ム通りに沿って歩いて行くと，最後にやっと出くわすのが国立
美術館だ．
それにすぐ引き続いてこう述べられています．
しかし修理されると壊れたものも成長する庄
この作品の後続部分において，なるほど都市の中における場所は変わ
り，そしてそれと結合して観察や注釈や想像は変化していくのですが，し
かし作者は本来，市内巡りの作品を作ろうとしているのではありません．
作者は大都市という彼の題材に対して超越した立場にあるのではなく，常
に同じように捉えられた固定的な立場にあって，ただ舞台を移動させてい
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るにすぎないのです．
大昔の荒地 ヴィッテンベルク広場
ベルリンの国電の駅を写真撮影する計画についてユルゲン・ベッカ
ーとの談話
国電ベルヴュー駅のシュルトハイス・ビールの広告 あの頃例の
博士が見つめていたものだ
過去を激しく焼き尽くしてしまうもの
突然 国電の大昔の騒音の襲撃 それはジェット機のわめき声と重
なる
離着陸の飛行機の騒音の永続的発生
プレヒトの町 ベンヤミンの町 カール・アインシュタインの町
マックス・フュルストの町
マルティン・ルター通りの真ん中に残っている飾り付き玄関の小さ
な塔
サヴィーニ広場神話
泡沫会社乱立時代の住宅街のはげ落ちた化粧塗りの上に夏の空 そ
の飾り付き玄関の中央部には羽根を広げたペリカン
トルコの八百屋には色とりどりに並べられた品物
昼の娼婦ベルリンのキンドル・ビール 17から70まで トルコの
子供たちのつるつるに刈り上げた頭
緑のTシャツを着たインドネシア人が一人 地下鉄のツォー駅ホー
ム プロンドのバーマを追いかける 紺色のプラウス，グレー
のプリーツスカート，薄茶色の上着を着たのが見ている
白髪の俗物，娼婦，おう吐の中に手足を曲げてくたばっている人々
の混合
ベルリンは人類のかすだ，ツォー駅と 6月17日通りの間でそういう
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声があった．
切り抜きの引用はここまでです．大都市の形象原理というものは刺激の洪
水へと立ち戻り，そこからエネルギーを引き出すものですが，そうした原
理の証拠記録となるべき一連の「同時進行的」作品の一つとして，この
「長い詩」は当然数えることができます．ここでは，個個の混然とした部
分に解体された現実が，全く集約的に観察者に襲いかかり，観察者のすべ
ての注意力を要求して，観察者を独占してしまいます．この作品では話題
が脱線していくという余地はないのです．こうした状況では，出来事に対
して超然として距離を取った態度は成り立ちません．それにもかかわらず
「抒情的自我」 (daslyrische Ich)は，あるいはこの詩の場合それに代わ
っている匿名の「抒情的不特定主語」 (daslyrische Man)は，いろいろ
な印象の洪水に寄る辺なくさらされているのではありません．この主語は
なるほど記録するということに大いにこだわっているのではありますが，
それにもかかわらずそれは，独自の活動を持った独自の鋭さという点で際
立っているのです．これは一見したところ，既知のことの確認のように見
えます．というのも多かれ少なかれ類似した主張は，これまで述べてきた
他の範例にも当てはまるからです．しかしこの作品は既知のものの繰り返
しをしているのではありません．それは独自の特徴を持っているのです．
「1970年代末の日曜日の夕方」という日付が打たれている現代のリアリテ
ィー の中へ， ハイセンビュッテルは， 「思い出を激しく焼き尽くしてしま
うもの／過去の歩みの反響」という歴史的回想を加え，更に黙示録的に未
来を示すヴィジョンを次のように混ぜ合わせているのです． 「思い出を不
可解に焼き尽くしてしまうもの／高度 1万メートルの灰色のぽんやりとし
た雲 それが残り続けるであろうもののすべてだ．」「同時進行性」の体験
は集約的な体験瞬間に限定されているかのように思われるのですが，この
ように大きな時間的パースペクティプはそういった瞬間を破壊しかねませ
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ん． しかしこのテキストをより詳しく観察してみれば，それが大きな時間
の構想を持つものではないことが分かります．過去と未来は，言わばそれ
ぞれ独自の次元を取っていないのです．なぜなら過去も未来ももはや現在
に対して，既に先取りしたもの，あるいはようやく見通しをつけたものと
して記述されているのではないからです． この意味で， この作品そのもの
は，時間的問題においては， 自ら次のように表しています．
歴史それは同じところで足踏みをし 自己の周りをぐるぐる回る
自己を抹消することによって自己を救済する
そして次のような最後の二つの言葉がこの詩を締め括ってまとめているの
ですが，それにとどまらず，更にそれは私のテーマ全体のモットーともな
り，まとめともなっているのです．
……静止した運動(stehendeBewegung).
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